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中国山
西省太原
市から西
南約
四十キ
ロメ
トー
ルの
ところ
に
位置
する
天龍山
石窟は、
東貌
から
唐に
かけて開
聾さ
れ
た仏教石窟
寺院
である
。
二十
世紀
の初
め、
わが国の
関野
貞博
士の調
査によ
って
、
その
優秀な
仏教彫刻群
が初
て世
に知られる
こと
と
なった
。
その
後、
多く
の研
究者や美
術家が
当地
に足を
運び、
調査報告や
論文、
また
写真集
など
を発
表し
たが
、
同時
に仏
像の
盗難が相
次ぎ、
天龍
山石
窟は多大な被 害を蒙
った
。
さらに
、
砂岩と
いう
軟弱な
石質
の
ため、
窟内
の
彫像は深
刻な
風化に侵さ
れている
。
天龍
山石
窟の造
営に関
する文
献史料
は非
常に
乏しく、
その研
究
はど
うし
て
も様式に頼らざ
るを得
ないが
、
破壊を蒙
った
現在の
石
窟ではそれも困
難を極め
る。
従って
、
破壊
以
前の写
真は貴
重な資
料と
なる
。
近年で
は世
界中に
散逸し
た仏
像を集め、
石窟
の
復元的
な考察も積
極的
におこな
われるようにな
って
いる
。
本稿
では
、
天龍山
石窟研究
の
第一
段階
とし
て、
諸先学
の
研究業
績を整理し、
そ
の意
義を明ら
かにすると
ともに
、
天龍山石窟研究
における問
題点に
つい
て考
えてみ たい
と思
う。
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天龍山
石窟造営
の概要
天龍山石窟は、
天龍山
の
山腹を東西峰に
わけで、
総数
二十四の
窟を穿
つ。
東峰は第
一から第
八まで
、
西峰は第
九から
第二十
一ま
での
窟
番号
が
つい
ており
、
その他
いく
つかの小
さな
禽が岩
壁に彫
られて
いる
。
岩質は白
色にちかい
細密な砂岩
で、
優美
で
写実的な
表現
をよ
り効果
的に見せ
てくれる
。
（注1｝
石窟
の造
営に
ついて
は
『嘉
靖太原勝
志』
巻一
の
「寺観」
条に、
天龍寺、
在麟西南三
十里、
王索
西都、北膏
皇建元年
、
建内有
石室
二十
四寵石
悌四尊
、
及惰開皇
間碑刻石室銘。
寺東
一里徐、
璽壁
属池、
有天龍廟
（下略）
とあり、
皇建元年
（五六O
） 、
天龍山
石窟が
天龍
寺と称
する
石窟
寺
院と
して開
墾
された
ことが
わかる
。
（注2）
さらに
『太原志
・太原府
』
の「
寺観」
条は、
天龍寺、
在本牒
西南三十里、
北斉置、
有皇建中井州定園寺僧
造石
窟。
と、
井州定国寺
の僧
が天
龍山
石窟
の造
営
をお
こな
ったこ
とを記
し
ている
。
井州
とは
晋陽
（現在
の太原市
晋源
鎮）
のこ
とで
ある
。
永照元年
（五
三二
）、
北競
の実力者、
高観は爾朱氏を
滅ぼ
し、
晋
陽に大
丞相府を
置いた
。
その二年
後の
永照三年
、
孝静帝を擁立、
鄭（
現在
の
河北省臨海県）
に遷
都し
、東
姐摘が始ま
る。
高観は晋陽
で軍
事の統
制にあたり、
この
頃
天龍山
に
避暑宮を造営
した
。
武定
五年
（五
四七）
高観
が没
す
ると、
高観
の
次子
、
高洋が
孝静帝
を廃
し、
武帝八年
、
自ら文
宣帝と
して北
斉を建国する。
文宣
帝も
また
、
天龍山
に
避暑
宮を造営し
た。
前掲
『太原志
・太
原
父高観と
同様、
府
』
「寺観」
条
に、
仙巌寺、
在牒西南
三
十里、
北膏避暑之宮
。
唐武徳七
年（
六二
四）
賜額。
今廠。
とあり、
さらに同
書
「宮室」
条では
避暑宮、
在本膳西南
三十里
天龍寺東祉、
有重岡数臥。
昔北脊
高帝及東貌文宣帝避
暑離宮。
と記
す。
仙巌寺、
すなわち文
宣帝
の
避暑
宮が天
龍
寺の
東にあり
、
両寺院は
かなり近い距
離に建て
られて
いたこ
とがわかる
。
「寺観」
条に
は、
一方
、
前掲『嘉靖太原蘇志』
巻一
仙巌寺、
在牒西南
三十
里葦谷山。
北杏
天保二
年建属避暑宮賜
名
と、
北斉
の天
保二年
（五
五
一）
に避
暑宮が
建て
られ、
仙巌寺は葦
谷山
にあ
った
とし
ている
。
葦谷山
が具
体
的にど
こに
あたるか
問題
はあ
るが
、
これら
の史
料から
いえるのは
、
東規
から北
斉に
かけて
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東
難
永照
三年｜武
定五年
高観造営
の避
暑宮
北
斉
文宣帝造営
の避
暑宮
（仙巌寺）
天保
二年
北
斉
皇建年間
定国
寺僧造営
の天
龍寺
（石
窟）
の三
つが天
龍山
に造
営
されて
いた ということで
ある
。
なお、
山腹の
石窟か
ら下る
こ
と数
十分、
麓に
聖書待寺と
いう
寺院
｛注3）
があり
、一
般的に
は天
龍
寺の後
身と考え
られて
いる
。
現在、
番号
の
つい
た天龍
山石窟の
二十
一窟中、東貌
の様
式をも
つものが
第二
・第
三窟
（双
窟）
、
また北
斉の様
式をも
つものが
第一
窟（
惰説
あり）、
第十窟
、
第十六窟
とする
の
が最も有
力であり、
こ
れら
の建
物と
天龍山
石窟の
造営が具体
的にど
の
ように関
わるか
、
（注4）
今後さ
らに吟
味が必
要である
。
続く
石窟造
営に関する史
料は、
天龍山
石窟中最も重
要と
される
第八窟
門外東壁
の碑である
。
惰の開
皇四年
（五
八四
）
という
、石
窟中唯
一の紀
年銘を有す
る
ことで
、
第八
窟は基
準窟と
な
って
いる
。
北周
の武
帝がお
こな
った酷烈な廃仏
（五七
四｜七
九）は、
北斉
にも
大きく影
響し、
仏教は
一時衰退す
る。
しか
し、
北周が復
仏、
開皇元年
（五
八
一）
に惰が統
一すると再
び仏
教は
盛んになり
、晋
陽に
も多く
の寺
院が建
立された
。
第八窟
は東峰
群の
最西
端に位
置
し、
規模も
大きい。 また
、
天龍山
石
窟の他
の窟では
例
をみない、
いわ
ゆる塔
廟窟
で、
通常
の三
壁に加え
、
中心方
柱の四面
にも仏
寵
を穿
った豪華な造り
である
。
仏教復興
後、
間も
なく着
手さ
れた窟
として相
応し
い。
天龍山
石窟で
は次
々
と窟が開
盤
された
。
唐代
の
石
窟造営
に関
わ
る史
料
として
注目す
べき
は、
郭謙
光「
大唐勿部将
軍
功
髄一陣
」
である
。
もともとは
碑像
であ
った
が
それも
失われ、
現在
は拓本で
その
部分
のみ
を
残す。
後に収
録さ
れた
史
料の注
記には
「天龍寺
の後
に在り」
とあるが
、詳
しい位
置は明
らかでない。
神龍
二年
（七
O六）
から景
龍元年
（七
O七）
、
右金
吾衛将軍勿部殉
が、
天龍
山に三
世仏像及び諸
巻属を造
立したことが
記さ
れて
おり、
紀
唐代に
入り、
年銘を有
する
こ
とか
ら、
唐代石窟造営
の重
要な手が
かりになると
いえ
よう
。
なお本
「功徳記」
が初め
て注
目
されたの
は戦後
の
こと
〔注6）
で、
冨S
EmE
n
の論
考が最
も早い。
天龍山
石窟
中の
半分以上
が
唐代
の窟であり
、こ
の時
期最も造営が
盛んであ
った
こ
とを
物語
つ
ている
。
続く五代
の北
漢
（九
五
一｜七
九）
、
天龍山
の弥
勅閣に
石像を設け
（注7｝
たことが
「大漢英武皇帝新建天龍寺
千悌棲之碑
」
に記
されて
いる
。
弥勅閣と
は恐ら
く第
九窟に
あたると恩
われ
るが
、
石窟
全体に
わた
っ
て、
どの程
度積
極的な造営
がされた
の
かはわからな
い。
以後、
山
麓の聖
書寺
も含め
て、
断続的な重修は
おこな
わ
れるが
、
次第
に顧
みら
れるこ
とも無くな
って
い
った
。
一九
一八
年｜
天龍山
石窟
の発見
大正七年
（一
九一
八
）、
建築史家
の関
野貞
によ
って
、
天龍山
石窟
（注8）
は再
び脚
光を浴
び
る。
当時、
関野貞は中国
建築踏査
のた
め、
中国
各地
を巡歴し
ていた
。
同年六
月、
太原に到
着し、
文献に
ある近
隣
の仏
教史蹟
を訪
ね回
って
いた
時、
天龍山
石窟を偶然発
見した
。
そ
( 3 1  ) 
一研究史 と 問題点ー天館山石窟の研究
の最
初の報
告書が
『建築雑誌』
三八
四号で紹
介さ
れた
「西遊雑信
上
」で
ある
。
後に
「天龍
山石
窟」
を『
園華』
三七五
号（
一九
一一
一
年）
に発
表、
発見
に至る
までの経
緯を次
のよ
うに記
している
。
余は去
大正七年
六月二十
八日
太原
賂に遊
び、
三日
間滞在、
其
附近
の遺
蹟を探
検せしが
、
其際府勝
志に載
せられたる石
窟石
悌等
に就き、
知瞬及
び
多く
の土民に問
ひ質せし
も知る者
全く
無かりき
、
翌二十
九日
は
晋調、
華塔寺、
風洞
、
深明
寺等
を訪
れ、
晋調
の道
士等に問
ふ
に童子
寺の事を以て
せしも
明かなら
ず、
唯天龍山
の所
在を詳か
にする
こと
を得たり。
まず麓
の
聖書寺、
翌六月三十日
、
関野貞は、
天龍
山に
至り、
さ
らに石
窟
まで登
った
。
当時、
現在
のよ
うな石
段の山
道はなく
「千
辛寓苦織
に
石窟
のある
慮に至る
」
と語
って
いる
。
二日
間の調
査で、
関野貞は十
四の窟
を発見する。
しか
し、
東西
を逆に解
したようで
、
東峰と
西峰を誤
って
記
している
。
また、
東
峰の最
東端に
位置す
る第
一窟
は、
発見
する
こ
とができ
ず、
現在
の
第二窟
を
とはいえ
、
比較的正確な窟平面図を
「第
一窟」
とした
。
掲載し、
各窟ご
との
特徴
を詳細に
述べ
てい
るた
め、
後進
の
天龍山
石窟
の理
解に大きな混
乱は
招かなか
った
。
建築史
家であ
った関
野貞は、
彫刻よ
りも寧ろ
、
建築様
式に着目
した
。
天龍
山石
窟の北
斉と陪
の窟には
、
門口に木
造建築
を模し
た
斗肘木や墓股
が造
られて
おり、
」れらの手
法は
わが国の飛
鳥時代
の建
築様
式と類似し
てい
るこ
とを
指摘
している
。
なお、
関野
貞があ
げ
た天
龍山
石窟
の重要
性を
まとめる
と
凡そ
次の
とおりになる
。
一、
北斉
の重要
な
石窟が
割合完全
に保
存さ
れて
いる
。
二、
正確な惰
初
の石
窟が残さ
れており
、
北親、
北斉、
陪初唐
の芸
術推移を看
取できる
。
三、
北斉、
惰初
の窟の前
面にある木
造建築を
模した向
拝は、
当時
の木造
建築様式
の
一班
を知る
ことがで
きる
。
四、
他の
石窟に
は見
られない、
唐初
の優秀な彫刻を残
す。
関野貞は第
十八窟以西
の窟
に
は全く
ふれていない
。
おそ
らく発
見できなか
った
の
であ
ろう
。
仮に発
見
され
ていた
とした
なら
ば、
天龍山石窟に
おける唐
代彫刻を、
さら
に高く評
価
したの
ではない
だろ
うか
。
なお、
調査
の際
、
写真乾板
不足
のた
め充分な撮影が
お
こな
えなか
った
ことを
「深く遺憾
とするなり
」
と嘆い
ておられる
館 が
所蔵 量
は 書
そ にm 掲
彪 苧
認 主
水 第準 土
2 量
さ 西
を 壁
露 五程 標A ,..._ 
t� 現
と 在
工 芸
よ 国
立 静
物
関野
貞の踏
査の
二
年後、
洋画
家の木
村荘
八が
天龍山石窟を訪れ
ており
、
大正十
年
（一
九
二一
）
の『中央美術』
七巻
二号
に
「天龍
山石
窟を見る」
を発
表し
た。
これは
旅行
記であるが
、
作家
の目
か
ら見た当
時の
天龍山
石
窟の様
子を知る上
で興
味深
い。
木村荘八
とほ
ぼ同じ頃
、
常盤大
定が天龍
山石
窟の最
初の調
査を
おこない
『支那併蹟踏査
古賢
の跡
へ』
（金尾文
淵堂、
一九
一一
一年
）
を発
表し
た。
関野貞と
同様、
石窟
の方
位に誤
解があり、
東西峰を
北南峰
とし
ている
。
また、
やはり東
峰の第二
窟か
ら西
峰の第
十四
窟ま
での
踏査
で留
まり、
報告
は各
窟
の簡
単な
概要を
記した程
度で
( 32 ) 
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終っ
ている
。
だが
、
その
後常盤大
定は
二度
にわた
っ
て天
龍山
石窟
の調
査をお
こない、
昭和元年
（一
九二六
）、
関野
貞と
ともに
『支那
悌教史蹟』
第三集
（悌教史蹟研究会編）
に、
後の
田中俊逸
の調
査
成果
も加えた
、
詳細な報告
書を発表し
た。
発見当時
の天
龍山石
窟の調
査はまさ
に困
難を極
める
もので
あ
っ
た。
常盤大定
は最
初の
石窟踏
査の様
子を
「全
瞳こ
の石
窟山
には
登
る道
がな
い。
急峻な
る断崖で、
踏む
に随
っ
て崩
壊せ
る砂
岩が
崩れ
一た
び足
を
失すれば、
生
去る
ので
、
道が
つけ
られ
ない
の
である
。
命の問
題で
はな
いが
、
手や
顔を怪我せず
に終ら
ぬ」
と語
っ
ている
。
天龍山
石窟研究
の第
一歩は、
文献地
誌を手がかりに、
手探り状態
の厳
しい条
件下で始ま
った
。
一九
二0
年代
｜
石窟調査と破壊
大正
十一
年
（一
九
二二
）
三月
、
田中俊逸
が外村
太治
郎と平田
韓
（写
真技師）
とともに天
龍山
石
窟の
調
査をお
こない
、
同年
「天龍山
石窟調査
報告」
を『
悌教学雑誌』
第三巻
第四
号に発
表し
た。
田中俊逸
の調
査の
最も大き
な収
穫は、
関野貞が見
落とし
た東
峰
最東端
の第
一窟
と、
西峰第十
八窟
以西
の諸
窟の発
見であ
った
。ま
ず第
一窟の
発見状
況に
ついて
は
次の
ように記
している
。
（上
略）
関野
博士
が第
一窟と
命名さ
れた
窟の
東方直鰹約十
五
六聞の慮に崖
前に雑
木が茂
った
中に
、洞
窟らし
いもの
が見え
る。
あるあると勇
んで粘
板岩
の踏
むに従
って
、
崩壊
する
のを
馨登し
て、
嵯に近
づ
く時
、
進む
に足の踏
場がなくな
って
、稀
やため
らって
ゐる
うち
に。
崩
壊
した
岩
石と共に
二十
尺齢
の下
に
墜落
した
。
（中略）
夫れから
道を
換へて
窟
に達
すると、
半埋
れた窟
があ
った
。
前面
の繁
っ
た雑木を
伐っ
て撮
影した。
一方
、
第十八窟
以西の
発見経緯に
つい
ては
、
第十
六窟
から西
へ
進むと、
寺僕は
此西に
は窟は無
いと云
ふ。
吾々
は窟は無く
とも良い
と尚も進むと、
「豹
や狼は彼
方の方
面
から
来る
ので
ある
から、
黄昏ま
でに
は山を下りよ」
と脅かさ
れ、
崖を降り諮を撃
って
直
径約七
八十
聞の慮
に、
崖上
二
十尺
位の慮
に、
巾一
尺余、
高さ
二
尺位
の瞬
穴の
やうに掴
られたも
のが
、一
間宛位
の間
隔に横
列し
て
五個
もある
。
此過に或
は建
造物で
もあ
ったのか
と又
進むと、
柏樹
の蔭
に崖
壁
約二十
尺の
上方
に一窟
（第
十八窟
）
を発見し
た。
（中略）
夫れ
から、
崖面
の北
に曲
っ
て又
一
小窟を接
見し、
績い
て第二
十、
二十
一
の大
小四窟
を探し嘗て
へ豹
や狼
の来ぬ聞
に山を
降る
こと
与
した
。
と述べ
ており
、
窟だ
けで
はなく
建造物
の痕
跡に
つい
てもふれて
い
る。
第一
窟が
北斉、
乃至は惰
様式
をみせるの
に対
し、
第十八窟以西
の窟
は
すべ
て
唐
代造
営のも
ので
あ
った
。
しか
も、
第十
八窟
、
第二
十一
窟な
どは、
第十
四窟
と
匹敵
する優
秀な彫刻を
具え
ており
、
こ
れらの諸
窟発見
なしでは
「天龍山
様式」
の呼
称は生れ
なか
った
と
いえる
。
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中商会）
である
。
山中定次郎は
「自序
」
にお
いて
、
盗掘に
よる天
龍山石窟
の破
壊
を悲嘆し
「爾来感銘し
て首
を失
っ
た悌
達の馬
めに
、
その首
を求め
て歩ひた
ので
あっ
たが
私の斯
うし
た心が通じた
といふのか
、
あ
る
悌の
首を東で求め、
ある併の首を西で接
見し、
随分かけ離れ
た土
その馴
染み深い
石
併の
首を稜
見し
地で、
忘れ
んとして
忘
れ得ぬ、
たので
あった
」
と述
べ
ている
。
『天龍山
石悌集』
には
三十四点
の悌
頭（
菩薩頭を含む）
が掲
載され
てい
るが
、
明ら
かに天
龍山
石窟
の
像で
は
ないものも
含ま
れている
。
昭和七年に
は東
京上
野で
古美術展覧会」
が聞かれ、
「世界（注U）
天龍山
石窟将来像
も数多く陳
列さ
れた
。
山中商会
が収
集し
たこれ
ら
の諸
像は、
後に
世界中
の
美術館
・博
物
館や個人収
集家
の手
に渡る。
山中定次郎
と天
龍山
石窟盗掘と
の具
体的な
関連
はわからな
い。
表面
的に
は、
剥奪さ
れた天
龍
山石窟の諸
像を
山中定次
郎が買
い集
めたことにな
って
いる
が、
疑念
を抱かな
いわけでもない
。
いずれ
にせ
よ山中
商会
の動
きが
、
盗掘人
を煽動し
たこ
とは
否め
ない。
現
に中国側は、
天龍山
石窟
の破
壊が山中
定次郎
の強
奪に
よるも
のと
（注ロ）
して
批
判的に
みている
。
四
一九
三0
年代
から終
戦ま
で
天龍山
石窟の
盗掘に
よって
、
仏像
が各
地に流
出し
てか
ら、
天
龍
山石
窟に見る
べ
き彫像は殆
ど無くなる。
一方
、
中国
側が
こ
の惨
櫓
たる
状況に漸く
目を
向け始め、
一九
三一年
、
太原県
天龍山古跡古
物保存規則
が制定さ
れた。
その
四年
後、
王作賓が
「天龍山
石窟悌
像
調査
撮告」
（『
古物保管委員
会
工作
紅披
』
北平大学出
版社、
天龍山
石
窟
被害
状況の把
握を
目的と
し
一九
三五年
）
を発
表す
る。
た、
中国側
最初
の
本格的な
調査
であ
った
。
この
頃から、
海外
へ流
出
した
「天
龍山
石窟将来品
」
の考
察が始
まる
。
その最
も早い
ものは
、
春山武
松の
口絵
解説
「天龍山
石窟
の
悌頭」
（
『東洋美術』
一
号、
一九
二九
年）
で、
第十八窟西壁
の如
来
頭部に
つい
て紹
介し
ている
。
また
、
昭和九年
（一
九三四
）
に矢代
幸雄が
「天龍
山浮彫飛天像
其他」
（『
美術
研究』
二六
号）
を
発表、
ニュ
ヨー
クー
のウィ
ンス
ロプ
氏所蔵
の天
龍山
石窟
第二
・第三窟
将
来の
飛天浮彫
像を中心に、
六朝
時
代の
飛天に
つい
て論
述し
ている
。
やがて第二
次世界大戦、
太平
洋戦争
に突入し、
直接現地
に赴く
こと
が困
難に
な
った
こと
、
また
破壊
によ
って
天
龍山
石
窟の保
存状
況が頗る
悪化し
たこ
と等が要
因
とな
って
、
天龍山
石窟研
究はやや
停滞す
る。
だが
、
そのよ
うな厳し
い状況の最
中、
水野
清一
・日
比
野丈
夫が天
龍山
石窟
の調
査をお
こない、
戦後出版
された
『山
西古
蹟志』
（京都
大学人
文科学
研究報告、
一九
五六年
）
にそ
の報
告を発
表し
た。
天龍山
石窟各窟
の
造営年代
に
ついて
、
従来
それぞれ見
解の違い
はあるも
のの
、
石窟
造営の
開始
を北
斉
にすると
いう
点に
つい
ては
、
しか
し、
水野
清一
・
日比
野丈夫は、
天龍山
石
諸説
一致し
ていた
。
窟中、
最も
古い様
式をも
った
ものは
第二
・第三窟とし
「そ
の悌
像、
石窟
の様
式から推
定すれば、
東韓、
すくなくと
も北
替の初
期に
さ
かの
ぼるも
である
」
と、
年代を
より
引き上げ
て考えた
。
第二
・
第三窟 造
営を
東規と
する
新し
い
見解は、
その
後の論
文や
解説に
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なお、
第十
八窟の
保存
状態に
ついて
、
東壁に
五尊
、
北壁に
五尊
、
西壁に
ついて
は
「其左
にも今
一尊普
薩があ
西壁
には二尊
（但し、
った
らうが
、
前に述
べ
た南壁崩
壊と共に、
顛落
したも
の
であらう
」
とする）
とし、
いくつか
の尊
像の
首が既に失われ
ている
ことを
報
告し
ている
。
また第
二十
一窟
につ
いて
も、
尊像
の首の欠
失を認
めてい
るが
、
「睡
髄は厳
身具も
天衣、
残存
する西
壁の南
側の普
薩像に
つい
ては
、
腰裾も解け
て、
純全な
る裸
瞳とな
って
居ら
れる
。
其上
石の組
面に
青徹が生
へて
、
一層
の神
秘
的である
、
軟かな曲
線美は遺憾な
く費
揮さ
れて
、
而も
神々し
い」
と、
高く
評価し
た。
田中俊逸
が
「非常
に危
険な窟
」
と記
したように
、
第二十
一窟
内の岩
壁は今に
も崩
れ落ち
ると
いっ
た
状態
であ
っ
たため、
近
A V’ ・8 τ ． ．  、
告 U A
4M
年そ
の入
り口をコ
ンク
リートで塞い
でしま
った
。
現在、
田中俊逸
の調
査時で
は健在
で
あっ
た北壁如来坐像は
米国
ハーバ
ドー
大学サ
ツ
その左
脇侍
の普
薩頭部が、
東京
の
根津美術館
に
クラ
i美
術館
、
所蔵
されて
いる
。
天龍山
石窟
の
全体を網羅し、
新たに窟
番号
をつ
け
直し
ただけ
では
なく
（以
後こ
の番
号が採用さ
れる
）、
撮影に
田中俊逸
の調
査は
、
成功
したこと
も大き
な功績
であ
った
。
その成
果とも
いえ
る写
真集
が金尾文
淵
堂から出
版さ
れた
『天龍山
石窟』
（一
九二
二年
）
であ
る。
八十
枚に
わたる図
版は
、
現在
では
流
出し
て見る影の
ない窟
内
の彫
刻を見
事に映し出し
ており
、
天龍山
石窟の
復元的な考
察をする上
では
必要不可欠
とな
って
いる
。
この
『天龍山
石窟
』
は、
序文に
関野貞、
常盤大定、
望月
信亨、
政文に
小野
玄妙が
述べ
ているのみ
で、
解説文等は
一切
みられな
い。
やや不
自然な印
象を受
けるが
、
出版
に至るま
での
背
景に複
雑な経
緯があ
った
こと
を、
田中高宗
（俊逸）
の
「天龍山
石窟探
険思ひ出
の記
（下）
」（
『日本
美術協曾報告』
第二
四輯
、
（注9｝
読み取れる。
一九
三二
年）
か
ら
田中俊逸
の調
査と同
年の
十月、
スウ
ェー
デンの
O建制E
ω広ロ
が
第一
回目の
天龍山
石
窟の調
査に訪
れている
。
一九
二五
年に出
版さ
れた
Q里民同
句町内、日週
間
（FOES）
では
、
前掲
『天龍山
石窟
』
にない箇
所を含め
た
五十枚以
上の
石窟図版
を掲載し
た。
しか
し、
第四窟
と第六窟
の像を取
り違え
て記
したり
（前掲
『天龍山
石窟』
でも間
違え
て記
している
て
第十
二窟の
北壁像を第七
窟とす
るな
ど、
誤りも少
なくな
い。
一九
二八
年、
ω広
ロ
は第
二回
目の調
査に訪
れて
いる
。『天龍山
石窟
』
写真
集と、
町田』〈民同町句
町内、トミ同局同町
の出
版で、
龍山石窟
の名
は世界
中に知れ渡
り、
美し
い
彫刻を獲得し
ようと過
（注叩）
激な盗掘が始ま
った
。
そのよ
うな
中、
大正十三年
（一
九二四
）六
月と大正十五年
（一
九二六
）
十月、
山中定次
郎が
天龍山石窟を訪
れる
。
山中定次郎は、
骨董商山
中商会
の名を全国に広め
た敏腕
の商
人
である
。
北京
で骨
董を買い集
め、
欧米
の支
店で売り
さばく方
法で、
世界
中に中国
美術ブ
l
ムを
興し
た人物
とし
て知ら
れている
。
天
龍
山石窟の仏
像に
高い価
値を見いだし
た山中
定次郎は、
剥奪さ
れた
仏像
を手に
入れ、
次々と日
本へ
輸入し
た。
その
売り立
て目
録な
る
ものが
、
昭和
三年
（一
九二八
）
に出
版さ
れた
『天龍山
石悌集』（山
天
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戦前 に 出版 さ れた天龍山石窟関係論文 ・ 写真集 ・ 図版解説等
論文題 目 ・ 書名 等 著 者 掲載誌 ・ 出版社等 発表年 ・ 月 備考
『 支 那 の 建 築 と 芸 術 』
「西遊雑信 上」 関野 貞 『建築雑誌』 32 - 384 1 9 1 8年 （岩波書店、 1 938年） に
再収
「天龍山石窟 を 見 る 」 木村荘八 『中 央美術』 7 - 2 1 92 1 年 2 月
『 悌 教 学 雑 誌 』 3 の 4
「天龍山石窟J 関野 貞 『園華』 375 1 92 1 年 8 月
( 1 922年） 、 お よ び 『支那
の 建築 と 芸術』 （岩波書
店、 1 938年） に 再収
『支那悌蹟踏査 古賢 常盤大定 金尾文淵堂 1 9 2 1 年 8 月 『支那悌教史蹟踏査記』の跡へ』 （龍吟社、 1 938年） に 再収
「天龍山石窟調査報告」 田 中 俊逸 『悌教学雑誌』 3 - 4 1 922年 3 月
「天龍山造像放」 小野玄妙 『悌教学雑誌』 3 - 5 1 922年 6 月 『大乗悌教芸術史の研究』（大雄閣 1 927年） に 再収
『天館山石窟』 撮影 外 村 太 治 郎 ・ 金尾文淵堂 1 922年 1 0 月 関野貞 ・ 常盤大定 ・ 望
月
平 田 鏡 信亨序、 小野玄妙政
「天龍山石窟諸像 の製 小野玄妙 『無磁光』 1 9 - 4 1 923年作年代」
『天竜山石窟写真集』 北京 平 田 写真館 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明
『天竜 山石窟図集』 北京 磐田H 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明
CHINESE SCULPTURE , Osvald Siren LONDON 1 925年vol. I ～N 
『支那｛弗教史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 悌教史蹟研究会編 1 926 年 1 2 月第 3 集
『天龍山石仏集』 山 中 定次郎 山 中 商会 1 928年
口 絵解説 「天龍山石窟 春 山武松 『東洋美術』 l 1 929年の悌頭」
「支那建築 に 於 け る 墓
股 の 発達 主 と し て天龍 奥村伊久良 『悌教美術』 1 4 1 929年 9 月
山石窟の墓股に就いて」
「天館山の石窟につ いて」 関野 貞 『国際潟民情報』 1 0 - 5 1 9 3 1 年 頃
「天麓山石悌」 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 2 1 1 9 3 1 年
「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 23 1 932年 l 月出 の記」 上
「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 24 1 932年 4 月出 の記J 下
「天龍山浮彫飛天像其他j 矢代幸雄 『美術研究』 26 1 934年
「天竜山石窟悌像調査 王作賓 『古物保護委員会工作紅 1935年振告」 披』 北平大学出版社
「山西省天龍山悌蹟石 『山 中定次郎翁停』
窟踏査記」 故 山 中定次郎翁伝編纂会
1 939年 3 月
編
『支那文化史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 法蔵館 1 940年 『支那悌教史蹟』 の復刻第 8 巻 版 （若干の違 い あ り ）
( 36 ) 
愛知県立芸術大学紀要 lfJ.34 (2004)
踏襲
されて
いく
。
一方
、第
一窟
の門
外
東にある碑
につい
て
、
田中俊逸
が
「風化消
滅し
て一
字も讃み得
な
い」
としたの
に対
して
「末尾
に『
開皇』
云々
の文
字が
みえる
。
僻像は
一般
の惰
悌に
一致
し、
第八洞
方柱
の諸
尊
にもちかい。
やは
り陪
代の
造建と
いふべ
きで
あらう
」
とした
。
現
在、
碑の文
字は摩滅し
て全く見る
ことができ
ず
「関皇」
の文
字が
あっ
たかどうか
、
確か
める
ことはできない。
北斉
か惰か、
第一
窟
の開
撃年代に
ついて
はさら
に検討を要すと
いえよ
う。
以上
が戦前に
おける
天龍山
石窟研
究の大
略である
。
その基
盤は
日本人研究者に
よっ
て作られた
とい
っ
ても
過言で
はあ
るまい。
内
容は実地調
査報告と、
それに伴
う各
窟の
造営年
代に関
する
若干
の
言及が中
心で
あり、
概説的な
考察
が殆
どであ
っ
たが、
破壊前
の状
況を収め
た写
真集
の
出版は、
実に評
価
すべ
きことといえ
よう
。
五
終戦以後
｜
天龍山石
窟研究
の展開
昭和
二十
五年
（一
九五O
）、
水野
清一
が
「唐代
の
仏像彫刻」
（『
仏
教芸術』
九号
）
を発
表、
天龍
山石窟の
唐代彫
刻にも言
及し、
造営
年代を検
討し
た。
戦前は、
天龍山
石窟
の唐
代窟
の諸
像に
ついて
一応の評
価は
され
ていた
もの
の、
それに
つい
ての具
体的な
言及はけ
っし
て多い
とは
いえ
ず、
寧ろ早
期造
営にあたる、
東説、
北斉、
惰窟
に対
する発
言
が中
心であ
った
。
戦後は
天龍山
石窟の
半分以上
を占め
る唐
代窟に
着目し、
積極
的な年
代の考
察がお
こな
われ
、
その
対象も
世界
各地
に所
蔵
されて
いる
天
龍山
石窟将来諸
像に向けら
れるようになる
。
一九
六
五
年、
シ
カゴ大学の
国自吋
〈自門was－ゼg
と
宮間三百
回Em
がE
回m
p 是 耳 目
。同
ゴ百
円 E
m
E B
一周SEEn民自
由2vE m
－－
（注日）
£均一口hwqh円
hh町EN円
〈OF
州以〈中ω）
を発
表し
た。
剥奪さ
れた各
像を集
め、
その所
在を推定
し、
石窟
の
復元
を試み
た本
格的な
論
考で、
龍山
石窟研究
を大き
く前
進さ
せた
。
冨健三白
河E町
、が
g〉‘Ha
gm
FロO仏
∞丘町
（前
掲注6）
宮田町江主。
ロ
自色
。里町州出
巳
コgtFEm
mvE3
を発
表、
前掲
の
一九
七四
｜七
五年に
は、
唐勿部将軍功徳記」
を訳
出し、
碑文は
天龍山
石窟
の第
二十
一窟
開
撃に関
わると述
べ
た。
また
、
中央
アジア
、
アフ
ガニ
スタン
、
北イ
ンドから
の様
式伝播を指摘し、
唐代窟
の造
営年
代にも言
及し
た。
一方
、
中国
側で
は史岩
・侍
天仇
『天龍山
石窟芸術
』
（太
原図
片出
版
社
、
一九
六三年
）
が出版さ
れ、
美術史
的な考察
が本格
的に始ま
る。
また
、
文化
財の保
存に力を入れ出
したのもこ
の頃の
ようで、
天龍
山石
窟を取り巻く環
境を次
と々
整
備し、
保護地
区
として認
定
した
。一九
八0年
代に
入ると
、
（注M）
（注目）
田村
節子や林
良
一・
鈴木
潔が
天龍山
石
窟に訪
れ
る。
戦後
わが国の
研究者
がおこな
っ
た最
初の
本格的
な実
地調
査であ
った
。
その後
鈴木潔
は
「天龍山
唐朝窟編年
試論」
（町
田
甲一
先生古希記念
『論叢
仏教美術史』
吉川
弘文館、
一九
八六年
）
を発
表、
天龍山
石窟
の
唐代窟諸像
の注
目はます
ます高まり、
様式
分類
から造
営年代
に至るまで、
詳細な
研
究がお
こ
なわれた
。
や
が
て研
究方法
は様
式論を中心
に、
石窟の
復元的な考察も踏
まえなが
ら、
徐々 に細
分化
されて
いく
。
一九
九0
年代に
入ると
、
中国
側の研
究
者の積
極的な発言が
目立
天
( 37 ) 
大
時 代 西 暦 年 号
中 華 19 1 8 民国 7民 国 1920 民国 9
1 922 民国l 1 
1 923 民国 1 2
1 924 民国1 3
1 925 民国 14
1 926 民国 1 5
1 928 民国1 7
1 930 民国 1 9
1 9 3 1 民国20
1 933 民国22
1 937 民国26
1 939 民国27
1 940 民国28
1 94 1 民国29
1 945 民国33
1 949 民国37
中 華 1 955 人 民 1 957 共和国
1 958 
1 9 6 1 
1962 
1 964 
1966 
1 979 
1 980 
1 982 
1 984 
1 985 
1 986 
1 987 
1 988 
1 996 
200 1 
天寵山石痛 の研究 ー研究史 と 問題点一
関 連 事 項
（大正 7 年） 6 月 、 関野貞調査。
（大正 9 年） 10月 、 木村荘八来訪。 1 0月 、 常盤大定調査。
（大正1 1 年） 3 月 、 田 中俊逸同 外村太治郎、 平 田 餓鯛査。 1 0月 、 Osva l d S i ren 
第 1 囲網査。 関野貞第 2 因調査。
この頃 （～ 1 924） 、 大規模な盗掘か。
（大正1 3年） 6 月 、 山 中定次郎調査。 夏、 常盤大定第 2 回調査。
（大正1 4年） 夏、 常盤大定第 3 回調査。 1 0月 、 奥村伊久良調査。
（大正1 5年） 1 0月 、 山 中定次郎第 2 因調査．
Osva l d  S i ren第 2 因調査。
J篤玉祥将軍、 天館山に隠居し 、 白龍踊西岩に詩を刻む （『柳子硲志』） 。
太原県に保存古跡古物委員会が設立し、 「太原県天龍山古跡古物保存規則J を
制定。
王作賓調査 （北平公安局協同本会北平分会） ．
（昭和 1 2年 7 月 、 慮溝橋事件）
（昭和 14年 9 月 、 第 2 次世界大戦開始）
（昭和 1 5年） 水野清一 ・ 日 比野丈夫調査
（昭和 1 6年 1 2月 、 太平洋戦争開始）
（昭和20年 8 月 、 終戦）
太原市解放。
華東芸術専科学校美術史経研究室調査。
岳維藩市長、 天龍山を調査。 この頃、 聖蒋寺廃櫨と化していたため、 太原市が修復に着工する。
太原市文化局、 聖薄寺を重修、 晋洞か ら天龍山に至る山道を整備。
国家重点文物保護区となる。
閤文儒調査．
中 央美術学院劉開渠と 傍天仇、 濁江美術学院史岩、 調査。
（～ 1 977、 文化大革命）
天龍山重修。
（～ 1 983） 聖書等寺堂宇を重修、 登山道の整備。
第 9 窟菩薩像頭部の復元。 6 月 、 田村節子調査。 7 月 、 筑波大学訪中 団 （林良
一 ・ 鈴木潔） 翻査。
天龍山文管所の設立が承認。 太原市、 天龍山文物の修理予算を増額。
7 月 、 天徳山文物保護管理所成立。
天龍山、 省級重点風景名勝区に指定。
秋、 漫山閣 （第 9 窟） を復元。
白龍殿上方に高観避暑宮碑亭を建てる。 夏、 李裕群爾査。
太原人民政府、 晋洞か ら天龍山までの道を整備。
李裕群、 第 2 回調査
参考 ： 李百十生 『山 西旅滋風景名勝叢書 天館山』 （山西経済出版社、 1999年 1 月 ） 、 李裕群 ・ 李鏑 『天飽山石廊』 ｛科学出版社、 2003年 3 月 ） 等
( 38 ) 
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天龍山石窟関係略年表 一 関 盤期か ら 現代 ま で ※ ゴチ ッ ク は主な学術的調査
時 代 西 暦 年 号 関 連 事 項
北 貌 532 永照元 高観、 爾朱氏を滅ぼし、 晋陽に大丞相府を置 く 。
東 貌 534 永照 3 高観、 孝静帝を立て、 都を洛陽か ら那に遷し、 東貌を建てる。執政期間中、 天龍山に避暑宮を建てる （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑J ） 。
547 武帝 5 高観、 普陽で没す。
550 武帝 8 高観の次子、 高洋 （文宣帝） 、 孝静帝を廃し、 北斉を建てる。
北 斉 55 1 天保 2 文宣帝、 天龍山に避暑宮を建てる （ 『嘉靖太原豚志』 巻 1 ） 。 「｛山巌寺」 にあたる場所か。
560 皇建元 天龍寺あ り 。 定国寺の僧、 天龍山石窟を造る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条J ） 。
精 584 開皇 4 天館山石窟第 8 窟開墾 （碑） 。
唐 624 武徳 7 仙巌寺、 額を賜る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条」 ） 。
660 顕慶 5 高宗 ・ 武后、 龍山童子寺に行幸 （ 『法苑珠林』 巻14） 。
707 神龍 3 「大唐勿部将軍功徳碑j なる （碑文、 『金石掌編』 巻68ほか） 。
（五代） 957- 73 天会年間 容宗皇帝、 天龍寺を重修 （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 ） 。 第 9 窟造営
北 漢 か。
975 広運 2 劉継元 （英武皇帝） 、 群臣を率いて天龍寺を参拝。 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 なる。
金 1 1 24 天会 2 天龍寺、 兵火を被 り （ 「重修天龍寺銘」 ） 、 廃する （ 『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。
1 148 皇統 8 天龍寺、 重修。 千仏大殿、 六師堂を建てる （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 58 正隆 3 天龍寺山門、 鐘楼を修理 （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 59 正隆 4 「重修天龍寺銘」 なる。
7C 1 342 至正 2 天龍寺重修 （ 「重修天龍聖書等寺記J ） 。
明 139 1 洪武24 仙巌寺、 天龍寺に入る （『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。
1465 - 87 成化年間 聖書事寺廃する。
のち 、 普陽延慶寺僧古葎、 聖書等寺に住し 、 復興に努める （ 「重修天龍聖簿禅林碑記J ） 。
1 506頃 正徳初 僧道永、 高閣を建て、 仏像を造る （『太原勝志』） 。
1 542 嘉靖2 1 聖欝寺龍洞を重修。
1 545 嘉靖24 聖議寺、 大規模な重修をおこなう （ 「重修天龍聖薄寺記J ） 。
1 546 嘉靖25 「重修天龍聖欝寺記」 なる。 西巌に石洞三禽を穿つ （『太原勝宏、』 ） 。
1 5 6 1 嘉靖40 「重修天龍聖書等禅林碑記J なる。
1565 嘉靖44 「天龍聖書等碑記J なる。
1 580 万暦 8 山西按察司提督学校制使賀邦泰等、 天龍石洞重修のため出資 （ 「天龍石洞記」 ） 。
1 595 万暦23 「重修天龍山聖書等殿閣記」 なる。
清 1 666 康照 5 国学大師朱務尊、 天龍山石窟を踏査 ？
1 734 薙正1 2 聖書等寺田廊を修理。
186 1 成豊l 1 漫山閣、 大働、 菩薩像 （第 9 窟） 等修理。 及び各堂字を重修。
1 908 光緒34 E. Boerschmann、 調査 ？
1 9 1 0 宣統元 C. Freer 、 調査 ？
( 39 ) 
一研究史 と 問題点一天徳山石窟の研究
ち、
天龍山
石窟研究も
一応
の到
達点を迎
えたようにみえる
。
李裕
群は十日間に
わたる調
査の報
告と
して
「天龍山石窟調査撮
告」
（『
文
（前掲注
4）
「天龍山
石窟分期
研究」
物
一九
九一年
！第
一期
）
を、
翌年に
は
を発
表し
た。
先学
の
意見を随所に採用し、
天龍山
石窟の
造営背景
を整理し
たうえで、
造像
の
細かな分
類をお
こない、
各窟
の造
営年
（注凶）
代に言
及した論
考である
。
一九
九七年
に
は顔嫡英が、
文献史料に
基づ
いた
天
龍山
石窟
の造
営に
つい
て考
察し、
特に第八窟
門
外の碑
文と
「大唐勿部将軍功徳記」
に注
目、
惰代
・
唐代造像
の検
討をお
（注げ）
（前
掲注ロ）
こな
った
。
最近
で
は孫
迫が
『天
龍山石窟
流失海外
石刻造像
研究』
を出
版、
〈自門回目ag司自
の業
績
をさらに補
強し
た形で
天龍山
石窟の
復元
を試みた
。
おわりに
天龍山
石窟が発見さ
れてすでに
八十年以上
が経過し
た。
近年で
は中国
彫刻
史を語
る上で
、
必ず
取り上
げられる
ほど重要
視さ
れる
ようにな
って
いる
。
中国側
の
研究も
目覚し
く、
ますます
の発
展が
期待さ
れよう
。
一方
、
文献史料
の限
られた天
龍山石窟に、
今後い
かにア
プロ
チー
してい
くか
、
研究方法
の模
索が迫られ
ている
。散
逸した
天龍山
石窟諸像
の状況
把握
はもち
ろん
のこと
、
「天龍山様
式」
と称
される
石窟独特
の
唐代諸
像のさらなる
検討と
ともに
、
石窟草
創に関
わる
東
調窟、
北斉窟、
惰窟諸
像を見
直し、
中国彫
刻史
の座
標上、
どのよ
うに位
置付け
るかが
必要である。
それに
は河北
、山
西省に
点在す
る
同時代
石窟と
の比
較検
討が重要に
なって
くる
だろ
v つ
。
最後
に、
厳し
い自
然環
境に
置かれた中国石
窟の全てに共
通す
る
問題
であるが
、
深刻
な風
化を抱え
る天
龍山
石
窟の保
存に
対し、
具
体的にど
のよ
うな対
策を
すべ
きか
、
すで
に殆
どの彫
像が失
われて
いる
とはいえ
、
今後
の大きな課
題
となろう
。
j主
1 
『嘉靖太原蘇志』
巻一
（『天
一閣蔵明代方志選刊
』八、
上海
古籍書店、
一九
八一年
）。
2 
『永楽大典』
巻五
二O
三に
収録
（『永楽大典』
巻五
一九九
｜五
二O
五、
第三
四冊
、世界書局、
台北
、
一九
六二年
三
3 
『太原
蘇志』
巻三
「記典」
の
「聖欝寺」
条にも、
前掲
『嘉靖太原豚
志』
の
「天
龍寺」
条と
ほぼ
同じ記
載がある
。この
ため
、天
龍寺H聖欝
寺とす
るよう
にな
ったと恩われる
。
小野玄妙は
「天龍山
石窟造像孜」
（『悌教学雑誌』
巻三第五号
、
二二
年 ） で
「今
の聖
欝寺
が往
古 の
天龍寺
其のもの
であると
するのは
柳
か嘗を得な
い」
とし、
もともと西
峰の
第二十
一窟の崖
下に天
龍寺があ
り「
現今
の地
に移
建されるこ
とにな
って
から改
めて
聖書骨寺と呼
ばる
〉
」とにな
ったでは あるま
いか
」とし
ている
4 小野
玄妙は前
掲
「天龍山
石窟造像孜」
におい
て 、
天龍寺と
仙巌寺
は
「殆
ど同
一慮に
接近し
てあるもの
と見なければならぬ」
とし、
天龍山
石
窟東西峰を
「西峰の
窟寺は
即ち
天飽山、
東峰
の窟
寺は仙
巌寺で
あると
判断
したい」
とした
。さら
に発
展さ
せて、
東峰の
第二
・第三
窟を葦谷
山仙巌寺
にあて
「東
峯の第二
第三窟は、
北杏文
宣帝
天保二
年（
西紀五
五一）
の造
顕、
西峯第
九窟の大
悌並
に第
十窟
の諸
像は同
孝昭
帝の皇
建 九
( 40 )  
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元年
（西
紀五六O）
の製
作に擬
定す
べき
もの
」とした
。
しか
し、
翌一九
二三
年に発
表した
「天館山
石窟諸像
の製作
年代」
（『 無擬光』
第一
九巻第
四号
）では
、西峰
の諸
窟を仙
巌寺、
すなわち第
九窟
、第十窟、
第十六窟
にあて天
保二年の造
立とし、
東峰諸
窟を天
穂
寺、
すなわち第
二・第三窟に
あて、
皐建元年
の造立と訂正した
。
方
李裕群は
天館山石窟分期研究
考古学報
一九
九二年｜
第一期
）で、
皇建元年に
建てられた天
龍寺
は西
峰にあり、
それは第
十
窟、
第十
六窟に
あたるとした
・また
、仙巌
寺は東峰の
第一
窟と
関係し、
天保
二年
に建てられ
た文宣帝の
避暑宮
にあたる
ことを
示唆
している
。
5 
「大唐勿部将軍功徳記」
の拓
本は、
現在北京図書
館に所蔵
されて
い
るという
。近年聖欝寺東
側の溝から碑の断
片が発見さ
れた
・本「
功徳
記」
は
『金
石孝編』
巻六八を
初め、
九種類以上
の清
代金
石著録類
に収
められて
いる
。
6 
真 罫
g 否
� j. 
! 
!
' 
益 2
ア 豆
� i 
! 
! 
十
� � 
後に
小野
勝年が
「右金吾衛将軍勿部殉
の功
徳記に
つい
て｜天能山
の
百済
の
一帰化
人！」
（『
史林』
第七
一巻第五
号、
一九
八八
年）
で、
「功
徳記」
の和
訳を試み
ている
。
7 聖欝寺に
碑像あ
り。
碑文は胡勝之撰
『山右
石刻叢編』
巻九に収
録さ
れて
いる
。また
、関野貞
・常盤大定
『支那悌教史蹟』
第三集
（本文参
照）
の
「評
解』
にも
掲載
している
。
8 
一九
O八
年に
早・
開・回 ogn
FBB回
が、
一九一
O年に
は
寄・
。－ ZR
が訪
れて
いるこ
とを
国mg
〈宮島 自 信 事 g
と玄
S
EE
－o
がふれて
い
るが
（本文参照
JZ国
主ヨEa
コS
F 百 個
gg
hm g ロ g g
nag
gι
。昆国
間 ョ ）、
報告書
等の発
表に
ついては
不明で
ある。
9 田中俊逸は
「私
の苦辛惨惜し
た潟民は輝
朝の上
、無
断で出
版せられ
、
此解説書
すら附
さなか
った
ので
す」
とし、
その
後これらの写
真が関
東
大震災で烏有に帰
したことを
述べ
ている
。そして、
天能山石窟
の石
仏
が輸入され、
石窟
の破
嬢に
つなが
ったと に
際し
ご
悌を鈴さず悉く
を空洞と
した
事は
天龍山
は私
に取
って
は己
身的にも
、事術
的にも涙で
初まり涙で終る
のであ
りました
」と嘆い
ておられる
。
1 0 常盤大
定は
「大破
壊の行
はれたるは
、大正
十二年
の事 なる
が如し」
（本文参照
『支
那悌教史蹟』
第三集
）とする．
1 1  
『山中定次
郎翁伝』
山中商会、
一九
三九年
。
1 2  
流失海外
石刻造像研究』
（外文出版社、
孫過
は
『天龍山石窟
二O
O四年
）で、
一九
二七年
前後に
海外
へ流
れた天
龍山石窟
の名
品は
山中商会
から
のもの
である
、とし
ている
。
1 3 中文訳に
李崇峰
・李
裕群
「天能山
石窟彫刻的復原
与年代」
（『
敦鐘
研
書一九
九五年｜
第一期
）がある。
1 4  
田村節子
「天竜山
石窟第
十六窟
・第
十七窟に
ついて
」 （
『仏教芸術』
一四
五号
、
一九
八二年
三
1 5 林良
一・
鈴木潔
「天竜山
石窟
の現状」
（『
仏教芸術』
一四
一号
、
一九
八二年
）。
1 6 二O
O三年
に出
版さ
れた李
裕群
・李
鋼の
『天諸山
石窟』
（科学出版社）
は、 天龍山 石窟
調査報告
の総
大成と
もい
うべき
著作
で、
周辺の
石窟群
の報
告も掲
載し
ている
。
1 7 顔嫡英
「天龍山
石窟的
再省恩」
（『中国考
古学奥歴史学之整合
研究』
中央
研究院歴
史語言研究
所舎議論文集之
四、
台北！
一九
九七年
）。
( 4 1 ) 
